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会場名 9：00～ 9：45 10：00～ 10：45 休憩 11：15～ 12：00 休憩 13：15～ 14：00 14：15～ 15：00 休憩 15：45～ 16：30 16：45～ 17：30 17：45～ 18：30 休憩 18：45～ 20：30

第1会場
5F：501

第2会場
5F：502

第3会場
5F：503

第4会場
5F：511＋512

第5会場
4F：411＋412

第6会場
4F：413

第7会場
4F：414＋415

第8会場
4F：416＋417

第9会場
4F：418

第10会場
4F：419

第11会場
4F：421

第12会場
4F：422

第13会場
3F：311＋312

第14会場
3F：313＋314

第15会場
3F：315

展示会場

2月21日（土） ※敬称略、2015年1月現在（プログラム、会場、講演者は都合により変更になることがあります。）

タイムテーブル／Timetable

※動物看護師統一認定機構による統一認定試験（書類審査）に関する対象セミナー（ *：6ポイント　**：12ポイント　***：18ポイント）■ 参加登録：会場 2F　8：30〜16：00　　■ クローク：会場 2F（211+212）　8：30〜21：00

●日本獣医腎泌尿器学会

滝口満喜 枝村一弥

北川　均

難波信一 石田卓夫

伊丹貴晴

関口麻衣子 佐伯英治

大野耕一

渡邊俊文 柿崎竹彦

腎泌尿器系の
超音波検査テクニック

腎泌尿器系の
造影検査テクニック

腎泌尿器系の
CT検査テクニック

●中部小動物臨床研究会

●動物用抗菌剤研究会

●JCVIM ［VNセミナー］

江口徳洋

平山紀夫

佐野忠士

江口徳洋

原田和記

徳本一義

顎がガクガク・・・
顎顔面の整形疾患の診断

獣医師による抗菌剤の責任ある慎重使用

みんなで考えよう！重症患者の看護

開いたアゴが塞がらない・・・
顎顔面の整形疾患の治療

院内感染対策のすすめ

●獣医肝胆膵Study Group

坂井　学・賀川由美子・中島　亘・中村健介・大野耕一
本音で語る犬と猫の膵炎

●エキゾチック・ペット研究会／JCVIM 

●JCVIM ［レベルアップ］ ●日本内視鏡外科研究会

●JCVIM ［シンポジウム］

●JCVIM ［レベルアップ］

●JCVIM ［レベルアップ］

●JCVIM ［レベルアップ］

●獣医コミュニケーション研究会（NDK）

●日本比較臨床医学会 

三輪恭嗣

髙橋雅弘 吉田宗則

遠藤泰之

山谷吉樹

高橋　雅

松井匠作

落合和彦

田向健一

田中良和

藤原亜紀

丸山治彦

堀北哲也

道下正貴 

爬虫類の臨床

胃内異物の診断と治療

−最善の診断アプローチ−

鼻腔疾患を見極める

剖検例から考える死因としての血栓症

分析編

イヌの家族性乳腺腫瘍の原因遺伝子検索

両生類の臨床

肝生検を考えよう

FIPの基礎研究から臨床応用への
トランスレーショナルリサーチ

鼻腔腫瘍の治療

−血栓症の臨床病理学検査−

実践編

ネコ乳がんにおける分子標的治療薬の探索

爬虫類と両生類の臨床

ＦＩＰを考える

鼻腔疾患に挑む　−私はこうしている−

意外に多い血栓症！

獣医療従事者によるオーラルケア指導の課題と対策

新たな治療法を目指して−乳腺腫瘍−

●JCVIM ［レベルアップ］

北川勝人

水頭症の診断・治療の“こってりとした”話；特に治療を中心に

●JCVIM ［レベルアップ］

藤井洋子
頻脈性不整脈の解釈と治療

●企業主催プログラム

●企業主催プログラム

●企業主催プログラム ●企業主催プログラム

●企業主催プログラム

●企業主催プログラム

●企業主催プログラム

●JCVIM
症例検討・研究発表

●JCVIM
症例検討・研究発表

●JCVIM
症例検討・研究発表●JCVIM

メンバー会議

●JCVIM
症例検討・研究発表

●JCVIM
症例検討・研究発表

●JCVIM
症例検討・研究発表

●JCVIM
症例検討・研究発表

●JCVIM
症例検討・研究発表

●JCVIM
症例検討・研究発表

●JCVIM
症例検討・研究発表

●JCVIM
症例検討・研究発表

●JCVIM
症例検討・研究発表

●JCVIM
症例検討・研究発表

●JCVIM
症例検討・研究発表

●JCVIM
症例検討・研究発表

●JCVIM
症例検討・研究発表

●JCVIM
症例検討・研究発表

●JCVIM
症例検討・研究発表

●JCVIM
症例検討・研究発表

●JCVIM
症例検討・研究発表

●JCVIM
症例検討・研究発表

●JCVIM
症例検討・研究発表

●JCVIM
症例検討・研究発表

●JCVIM ［症状から診る］

●JCVIM ［レベルアップ］

●JCVIM ［腫瘍シンポジウム］

●JCVIM ［基本テクニック］

●JCVIM ［ドライラボ］

滝口満喜

水谷　尚

小林哲也・廉澤　剛・賀川由美子・石田卓夫・田邊美加

小林義崇

亘　敏広

発熱の鑑別診断

高脂血症，見つけたらどうする？

病理と臨床の不一致　−その診断名で治療を始めちゃって本当に大丈夫？−

現場で生かせる眼科マイナーサージェリー

消化管内視鏡ドライラボ

●獣医動物行動研究会

●JCVIM ［シンポジウム］

●JCVIM ［シンポジウム］

水越美奈

金本英之

三品美夏

藤井仁美

福島建次郎

桑原康人

荒田明香

浅野和之

徳本一義・上田綾子

疾患と問題行動の境界

分類と臨床的特徴を理解する

臨床徴候と診断

臨床現場で相談される問題行動への対応

画像診断でみえてくるもの

尿管ステント留置術の実際

今すぐできる動物に優しい診療

−外科的切除の現状と最新知見−

発生状況と予防戦略

行動認定医が教える臨床現場で使いたい行動学的知識

肝臓腫瘤アップデート

最近増えた？猫の尿管結石

●犬と猫の肥満研究会

●獣医臨床薬理研究会

●  JCVIM ［未来志向型獣医療］

●  JCVIM ［トピックス］

●  JCVIM ［地固めシリーズ］

●動物医療発明研究会

●  JCVIM ［地固めシリーズ］ ●  JCVIM ［地固めシリーズ］

●  JCVIM ［地固めシリーズ］

●  JCVIM ［地固めシリーズ］

●  日本獣医眼科カンファレンス（JVOC）

●  JCVIM ［地固めシリーズ］

●日本動物病院協会（JAHA）

北川　均

折戸謙介

渡邊　学

佐伯英治

三井一鬼

中山正成

伊藤大介 藤原亜紀

青木卓磨

大田　寛

前原誠也

呰上大吾

藤田幸弘・本阿彌宗紀

臨床検査データと保険データからみた
動物の疾患（肝臓を中心に）

アンジオテンシン受容体拮抗薬（ARB）の
作用の特徴と臨床使用における可能性

次世代型シークエンサーを用いた
犬の癌と遺伝性疾患の変異解析

エキノコッカス　近年の現状を知る

死後検査
−その死を次に生かすためにできること−

診療に役立つアイデアを教えます
−少しの工夫で臨床力アップにつなげる−

神経疾患の見分け方 CT画像の基礎のきそ

基礎から学ぶ心疾患
−聴診と心電図をマスターしよう−

消化器疾患に対する薬物療法の基本

対光反射でわかる眼疾患

初心者のための血液塗抹講座
−見落としてはいけない血液像を中心に−

骨折の術前計画とプレート固定の基本手技

●日本小動物血液療法研究会 

●日本獣医臨床病理学会 

●日本伝統獣医学会

荻野直孝
杉山大樹・伊藤恵里子・周藤行則・古橋秀成

羽迫広人・石川勇一・三原吉平

鷹栖雅峰

宋　靖鋼

久末正晴

宋　靖鋼

犬および猫における輸血方法指針の提案

クローナリティ検査を整理する

中医学によるペットの老化への対処法

ワークショップ
輸血のメリット／デメリットを話し合おう

犬の腫瘍診断における
マイクロサテライト解析の応用

ペットの悪性腫瘍に対する中医学的補助治療

（事前の登録が必要です）

●日本獣医皮膚科学会 ●日本獣医皮膚科学会／JCVIM

大嶋有里 村山信雄伊從慶太
犬アトピー性皮膚炎の診断 犬アトピー性皮膚炎の治療 食物有害反応

●JCVIM ［レベルアップ］

佐野忠士 長江秀之 鳥巣至道

栄養管理を見直す
−考え方の今・未来−

輸液を用いた栄養管理；
末梢からもTPN ！？

食べれない患者に食べさせるには？：
胃瘻腸瘻チューブの設置と管理

チームで見直す周術期栄養管理

●懇親会

展示会場　3F：301～304，  フォワイエ

犬のアトピー性皮膚炎の治療と
インフォームド・コンセント

猫が吐くのは当たり前！？−AAFP 
学会報告　猫医学の新情報

日本全薬工業㈱ベーリンガーインゲルハイム ベトメディカジャパン㈱

ロイヤルカナン ジャポン アイデックスラボラトリーズ㈱

日清ペットフード㈱ DSファーマアニマルヘルス㈱

バイエル薬品㈱
「SFTS」や「デング熱」など節足動物 
媒介性疾患を説明できますか？

動物の肥満、まずは総論から 周術期の麻酔管理−神経疾患− 薬剤の副作用としての嘔吐

猫のウイルス学最新情報
2. 輸血前のFeLV PCR検査1. FIPV特異的PCRによる猫FIP診断

高齢猫の90％以上に骨関節症があるって
報告がありますが知っていましたか?

−高齢猫に対してどのような対応をしていくべきか−

田邊美加

臨床病理学：液体サンプルから最大限の情報を引き出そう！

カホテクノ
有限会社
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消化器 4-01〜4-04 消化器／歯科　4-05〜4-13

肝／栄養　5-05〜5-13

代謝／神経　6-05〜6-13

感染症　7-05〜7-12

腫瘍　8-05〜8-13

血液　9-05〜9-13

血液／泌尿器　10-05〜10-13

看護　12-05〜12-13

呼吸器／循環器　13-05〜13-13

皮膚／検査　14-05〜14-13

看護　15-05〜15-13

肝 5-01〜5-04

12：15～13：00

代謝 6-01〜6-04

腫瘍 8-01〜8-04

血液 9-01〜9-04

血液 10-01〜10-04

内分泌 12-01〜12-04

眼科 13-01〜13-04

エキゾチック 14-01〜14-04

看護 15-01〜15-04

腫瘍／社会 11-01〜11-04

免疫／骨・関節 7-01〜7-04


